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校 長 上 葉 智 明 

  

 

５月。別名皐月。「さつき」の由来は，早苗を植える月であることから「早苗月」と言っていたのを，略 

して「さつき」となったということです。その他，橘月，梅月，五月雨月，菖蒲月とも称されます。梅雨入り 

までは，さわやかな風が心地よい季節の到来です。 

 

沖縄地方が梅雨入りしました。例年より若干遅い梅雨入りなのだそうです。予報では，鹿児島地方の梅雨入り

は６月上旬とのこと。五月晴れという言葉がありますが，これは梅雨の合間に，晴れた日のことだそうです。梅雨の

合間の青空はとてもきれいです。それもそのはず，空気中の塵が洗い流されるのですから。星空も抜群です。 

さて，梅雨となると少々気分が低下することがあります。雨の日でなくても，子供たちは時折，自分ではよく分から

なくていらだつときがあります。そんなとき，教室の隅っこで丸まってしまうことがあります。そして，しばらくすると元の席に

戻って，何事もなかったかのように学習に参加することがあります。いったん逃げる場所（落ち着ける所）があることは，

とっても大切なのです。 

 では家庭だったらどうでしょう。一番落ち着く所は，お母さんに両手で “ ” とされたときだっ

たり，お父さんの膝の上に座ったときだったりではないでしょうか。 

もちろん長い時間でなくても，少しだけそこにいるだけで何倍も元気になります。 

また，少し高学年になったら，そのような思い出だけでも心の栄養になっています。 

ひょっとしたら大人の方も，それが元気の源になるのではないでしょうか。 “ ”  

とされた思い出は，大人になってからの勇気と優しさに変わるのかもしれません。 

５月８日に感染症法上の位置づけが「２類相当」から「５類」へ移行されたことにより，新型コロナウイルス感

染症もいよいよ終息への光が見え始めましたが，今後感染第９波が懸念される等，まだ油断ができない状況で

す。いつになったら完全にコロナ禍以前の生活に戻れるのか，先行きに不安を抱えがちにもなります。そのようなとき

こそ，家族のぬくもりを大切にしながらこの時期を乗り越えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 28 日(金)は春の一日遠足でした。１年生は学校内，２年生は学校周辺(午後は１年生と 

学校探検)，３年生はピーマン選果場等の町内巡り，４年生は A コープや三角公園等の町内巡り，５年生はト

ヨタ車体研究所や上野原縄文の森，６年生は唐仁古墳群やダグリ岬等，晴天にも恵まれ，徒歩やバスを利用し

楽しい一日を過ごすことができました。また，体験を通して集団で行動する際，気を付けなければならないこ

と等を学んだようです。遠足で学んだ知識や経験を今後の学校での学習に生かしていってほしいものです。 

    

    

 

 ５月１日(月)２・３校時 

に，交通教室を実施しました。肝付警察署員の方々

のご指導の下，１～３年生は校庭の模擬道路や学校

通用門下の横断歩道を使って安全な横断歩道の渡

り方，４～６年生は自転車の点検の仕方や映像で安

全な自転車の乗り方を学びました。 

 学校の周辺は道路が多く，狭い路地も少なくは

ありません。児童の登下校中も，通勤等の車両が   

頻繁に通っているのが実情 

です。道路へ飛び出さない， 

横断歩道であっても十分車 

に気を付ける等の声かけを 

ご家庭でもお願いします。 

 

            ５月１０日(水)３校時に 

不審者対応訓練を実施しました。肝付警察署員の方々

のご指導の下，不審者が学校内に侵入した際の安全な

避難の仕方を訓練しました。その後，子供たちだけで

歩行中に不審者に声をかけられた際の近くの大人に

知らせる練習も行いました。 

 自家用車やバイク等の移動手段により，県内どこ

にあっても不審者が出没することは懸念されます。

もし，不審者に遭遇したらどうすればよいかを日頃

から意識させることが大切です。 

「い・か・の・お・す・し」 

について，ご家庭でもご指導を 

お願いします。 

 

  

５月 

22日(月) 三校合同児童引き渡し訓練 

30日(火) プール清掃(6年) 

６月 

５日(月) プール開き 

９日(金) 小中一貫教育研究会（東串良中）

のため全学年４時間授業 

10日(土) 土曜授業 土曜参観 

17日(土) メディアコントロール・家庭学習 

がんばりウィーク～23日 

21日(水) PTA理事会 

30日(金) 学級 PTA 学校保健委員会 

     水泳学習参観週間～７／７ 

【大意】大きなお城に住む身分の高い人，金持ちでも心が卑しかったら尊敬できない。貧し

く小屋に住む人でも，心が清く正しく高尚であれば真に仰ぐべき人である。心のあり

方によって人の真価が決まるのであるから，心を正しくもちなさい。 

人間はその人の地位や財産によって評価したがるが，心の中こそが大切であることを唱えた歌です。 

身分制度の厳しかった時代に，このような考え方を示したことが並外れています。真の幸せとは何かを短い

言葉で言い表したものです。このことが身分的に埋もれた人たちには，どんなにか励みになったようです。薩摩の

志士たちが，新しい世界を夢見たのもこの精神が礎になっています。 

  

 

5月１７日(水)行われました PTA総会に，お忙しい

中多数の保護者の皆様にご出席いただきありがとう

ございました。たくさんの議題がある中，皆様のご協

力でスムーズに総会を終えることができました。新役

員の皆様をはじめ保護者の皆様，今年度も「けやきっ

子」の健全育成のためご理解ご協力よろしくお願いい

たします。 

 また，総会前に行われた歓迎式 

では，７名の転入職員に，心のこ 

もった贈り物を準備していただ 

きありがとうございました。「けやきっ子」のため精一

杯頑張りますので，どうぞよろしくお願いいたします。 
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ひっくらっこ（東串良町の児童生徒）の一事徹底事項です。裏を

返せば，「自分で考えることを苦手としている」「静かに人の話を

聴けない」「『あいさつ』『ありがとう』が素直に言えない」ひっ

くらっこが少なくないことがうかがえます。お子さんはいかがでし

ょうか。家庭と学校が連携して一事徹底を図っていきましょう。 


